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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 10 月 19 日に公表しました平成 20 年 2 月期（平成 19 年 3

月 1 日～平成 20 年 2 月 29 日）の連結業績予想、および個別業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 
 
1. 平成 20 年 2月期通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 3月 1日 ～ 平成 20 年 2月 29 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 1,278 △19 △19 △26 

今 回 修 正 予 想          （Ｂ） 1,182 △118 △265 △284 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △96 △99 △246 △258 

増 減 率         （％） △7.5 － － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 2 月期） 

2,229 87 84 39 

 
2. 平成 20 年 2月期通期個別業績予想数値の修正（平成 19 年 3月 1日 ～ 平成 20 年 2月 29 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 807 △5 15 158 

今 回 修 正 予 想          （Ｂ） 702 △91 △193 △66 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △105 △86 △208 △224 

増 減 率         （％） △13.0 － － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 2 月期） 

1,359 22 29 12 



 

3. 修正の理由 

【連結】 

売上高につきましては、主要クライアントである通信業界の価格競争の激化によって、受注金額の

低下、及び競合他社との激しい競争等により前回予想を下回る見込みとなりました。 

営業利益につきましては、上記売上高の減少によることや、人材不足による外注比率の上昇により

売上総利益率が低下した結果、118 百万円の営業損失となる見込みとなりました。 

経常利益につきましては、急激な円高傾向にありましたが、1月以降も更なる円高で、今後も為替レ

ートが同水準で継続すると予想されることから、為替差損150百万円を計上する見込みとなったため、

経常損失を 265 百万円に修正いたします。 

当期純利益につきましては、本社移転後、余剰の固定資産をグループ会社間で流用することを予定

しておりましたが、今後利用する可能性が低い状況にあることから、追加で固定資産除却損 16 百万円

を計上する見込みとなったため、当期純損失 284 百万円に修正いたします。 

【個別】 

個別につきましても、連結同様の理由から当初の予想を下回る見込みとなりましたので、業績予想

の修正をいたします。 

以  上 

 
（注）本資料に記載しております業績予想等につきましては、現時点で得られました情報に基づき算定して

おります。実際の業績は、今後様々な要因により本資料の見通しとは異なる結果となる可能性があります。 
 


